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１．はじめに  

地すべり，火山活動に起因する山体崩壊伴い発生す

る津波は，断層運動に伴う津波に比べて発生頻度が低

いものの，発生規模や被害が大きな事例がある．地す

べりや山体崩壊に伴う津波（以下，海底地すべり，陸

上地すべりという）については実験的検討が実施され

ているものの，断層運動に伴う津波と比べて研究事例

が少ない．特に，海底地すべりに伴う津波に関する実

験的研究は非常に少ない 1),2)．また，地すべりに伴う

津波計算手法はいくつか提案されているが，同一条件

で海底地すべりと陸上地すべりも含めた計算手法の再

現性を検討した例はほとんどない．そこで，本研究で

は既存の海底地すべりと陸上地すべりの計算手法の再

現性について検討するため，水位波形等のデータを取

得することを目的に，同一条件下での水理実験を実施

した．実験は平面水槽を用いた計測を計画しているが，

本報では平面実験における条件選定に資する知見を得

るため，一次元水路を制作し基礎的実験を実施した． 

２．実験概要  

 実験装置の概要を図-1 に示す．長さ 6.0m，幅 2.0m，

高さ 1.5m の実験水路内に，海底勾配 1:3 の斜面と高さ

0.8m の一様部を設置した．実験では斜面上部に設置し

たゲート上流に球状粒子を充填し，ゲートを引き下げ

ることにより津波を発生させた．球状粒子は 25，17，

12.5mm の大・中・小 3種類のガラス球（ガラスマーブ

ル，比重 2.6）であり，重量 77kg，0.042m3を使用した．

図中に示すポイントにおいて，容量式波高計により水

位変動を，電磁流速計により流速変動を計測した．実

験ケースは表-1 に示すように，球径以外に水深を変化

させることによって，水深 0.85～1.2m は海底地すべりを，水深 0.6m は陸上地すべりを模擬した． 

３．実験結果  

水深を 0.85～1.2m に変化させた海底地すべり，水深 0.6m の陸上地すべりによるゲートからの距離と波高

の関係を図-2 に示す．波高は最高水位と最低水位から求めた．水深 0.6m の陸上地すべりによる波高は海域 
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表-1 実験ケース 

ケース 球径(mm) 水深(m) 

A-h1 25 1.2  

A-h2 25 1.0  

A-h3 25 0.9 

A-h4 25 0.85  

A-h5 25 0.6 

B-h3 17 0.9 

B-h5 17 0.6 

C-h3 12.5 0.9 

C-h5 12.5 0.6 

H1         H2 H3        H4           H5 

V4u 
  V4d               V5 

図-1 実験装置概要 
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図-2 水深を変化させた場合の波高 
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のみの計測であるが，水深 0.85～1.2m の海底地すべりによる波高に比べて大きく，造波効率が良い．海底地

すべりで比較すると，水深が浅いほど波高は大きくなる． 

海底・陸上地すべりによる水位・流速変動波形を図-3 に示す．最初にガラス球が位置する上流端 H2 で大

きく水位が下降する．その後，ゲート部 H3 で H2 同様に水位が大きく下降する．また，H1 でも水位は減衰し

ているが下降する．沖側の H4,H5 では最初に水位上昇する．しかし，その上昇量は H2,H3 の最大下降量に比

べて小さい．陸上地すべりの水位は図-2 で示したように，海底地すべりに比べて変動量が大きい．流速変動

V4u（底面から 0.26m）と V4d（底面から 0.13m）につ

いて海底地すべりと陸上地すべりを比較すると，海底

地すべりでは鉛直方向で差が生じていることが確認で

きる．一方，陸上地すべりの場合は鉛直方向で差が見

られない．また，陸上地すべりと海底地すべりの V4u

（底面から 0.26m）の最大流速は同程度の値である． 

ガラス球径 3 種類に対する海底・陸上地すべりによ

る水位変動波形を図-4 に示す．水位変動は H4 で計測

した波形である．海底地すべりの場合は球径 25mm の水

位振幅が大きく，ガラス球径が小さいほど水位振幅も

小さくなる．一方，陸上地すべりの場合はガラス球径

による違いがなく，第 1 波の押し引きの上昇量，下降

量とも良く一致している．陸上地すべりの場合は球状

体の体積量や突入速度等が関係している可能性がある． 

４．おわりに  

 3 種類のガラス球に対する海底・陸上地すべりによ

る津波の基礎的な水理実験を実施し，本実験装置によ

る造波性能について検討した．今後はガラス球以外の

地すべり模型を用いた実験，実験の再現計算を行う予

定である． 
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図-3 水位・流速変動波形 
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図-4 水位変動波形（H4） 
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